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議   事 

午前10時30分 開議 

○委員長（小野寺 重君） 出席委員は定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を始めます。 

 各グループの取りまとめを受けて、グループ代表者連名による附帯決議案が提出されました。この

際、これを議題としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺 重君） 異議なしと認めます。 

 よって、附帯決議案を議題とすることに決しました。 

 令和４年度決算認定に係る政策提言に関する附帯決議を議題といたします。 

 直ちに提出者の説明を求めます。 

 20番飯坂一也委員。 

○20番（飯坂一也君） 令和４年度決算認定に係る政策提言に関する附帯決議につきまして、提案理

由を説明いたします。 

 これは、令和４年度決算認定に際し課題となった施策に関し、これを次期当初予算において解決さ

れるよう市長に対し政策を提言しようとするものであります。 

 以下、決議を読み上げまして説明とさせていただきます。 

 令和４年度決算認定に係る政策提言に関する附帯決議。 

 令和４年度各会計の決算認定においては、倉成市長による施政の実質初年度にあって、市長直轄プ

ロジェクトにより取り組まれた戦略プラン、奥州市総合計画に掲げる「人口プロジェクト」を中心に、

それらに付随する様々な施策の進捗状況について検討を行った。 

 その中で、総務部門では、人口減少対策及び移住定住政策の強化、デジタル技術を活用した情報共

有、地域おこし協力隊の活用及び支援などが課題として挙げられ、移住定住の促進に当たっての環境

整備や情報発信における基礎条件整備の必要性が指摘された。 

 次に、教育厚生部門では、トイレやエアコンなど教育施設の環境整備、給食費の在り方、タブレッ

ト端末の活用、介護職員の人材確保、避難行動要支援者対策、地域での見守り、不妊治療や出産への

支援、子どもの居場所づくり、医師の確保、病院の経営改善などが課題として挙げられ、様々なサー

ビスにおける人材確保の必要性が指摘された。 

 次に、産業経済部門では、通過型観光から滞在型観光への転換、事業者の人材不足と新型コロナウ

イルス感染症の影響に対する支援、物価高騰対策支援、経営規模の大小に関わらない農業者支援、地

域計画（旧人・農地プラン）への地域支援の強化などが課題として挙げられ、社会を取り巻く情勢変

化への対応の必要性が指摘された。 

 次に、建設環境部門では、リサイクル推進、空き家増加への対応、消防団員の確保、ＧＸ（グリー

ントランスフォーメーション）の市民・事業者の取組展開、インフラの修繕・長寿命化とＤＸ(デジ

タルトランスフォーメーション)・ＡＩ（人工知能）活用、インクルーシブな生活環境・社会資本の

在り方などが課題として挙げられ、誰ひとり取り残さない持続可能性に配慮した環境・インフラ整備

の必要性が指摘された。 

 以上の認識の下、これらに対応するための必要な各種体制と資源が確保され、次期当初予算によっ

て課題が解決されるよう、下記のとおり市長に対し政策を提言、表明する。 
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記 

 １ 人口減少対策における移住定住促進に当たっては、住居、子育て、教育、医療、雇用等の基本

的な生活条件を提供するため、必要な施設及びサービスを整備するとともに効果的な情報発信に取り

組むこと。 

 ２ 出産支援、教育環境整備等の子育て施策の充実及び全世代が安心して暮らせるための医療、介

護等に携わる人材の確保に取り組むこと。 

 ３ 長引くコロナ禍、物価高騰の影響を受けている全ての事業者に対し、それぞれの経営形態に応

じたきめ細やかな支援を継続的に行うとともに、今後想定される人材不足及び後継者不足に対し、産

業力強化に資する方針及び地域計画の策定支援の有効な対策に取り組むこと。 

 ４ インクルーシブで持続可能なまち実現に向け、市民・事業者が一丸となれる地球温暖化対策実

行計画の区域施策・脱炭素化促進事業の策定によるＧＸの推進及び各種インフラの維持管理効率の向

上に資するＤＸ・ＡＩの活用に取り組むこと。 

 以上決議する。 

 令和５年９月25日。 

 奥州市議会決算審査特別委員会。 

 以上であります。 

 何とぞ、満場のご賛同を賜りますようお願い申し上げまして、決議の説明とさせていただきます。 

○委員長（小野寺 重君） これより質問に入ります。 

〔 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕 

○委員長（小野寺 重君） お諮りいたします。ただいま議題となっております令和４年度決算認定

に係る政策提言に関する附帯決議は、説明がありましたとおり、その附帯決議とすることにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺 重君） 異議なしと認めます。 

 よって、附帯決議は原案のとおりとすることに決しました。 

 以上をもって附帯決議案の報告を終わります。 

 なお、附帯決議の字句など調整を要するものにつきましては、その整理を正副委員長に一任させて

いただきたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺 重君） ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決しました。 

 以上をもって、本特別委員会に付託になりました決算議案11件の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって本特別委員会を閉会したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺 重君） ご異議なしと認めます。 

 よって、決算審査特別委員会はこれをもって閉会といたします。 

 ご協力、大変ありがとうございました。 

 大変ご苦労さまでした。ありがとうございました。 
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午前10時39分 閉会 


